
風雲急を告げるウクライナ情勢。
ウクライナが2014年以前に戻るにはどうすれば良いのか。

第二のミュンヘン、フィンランド、アフガニスタンの危険はあるのか。
戦争、平和、勢力圏、民主主義 などのキーワードから

各地域の専門家が状況を多角的に考え、予想する。

2022年 3月 3日 （木）
13:00 - 15:30 Zoom にて

問題提起 宮𦚰昇（立命館大学）

パネル・ディスカッション
エスニック政治と侵略戦争 吉川元（広島市立大学広島平和研究所）
ロシアの視点から 加藤美保子（広島市立大学広島平和研究所）
アメリカの視点から 志田淳二郎（名桜大学）
ドイツの視点から 中川洋一（立命館大学）
OSCEの観点から 玉井雅隆（東北公益文科大学）
アジアの国際安全保障秩序の観点から 坪内淳（聖心女子大学）
中央アジア秩序の観点から 稲垣文昭（秋田大学）

閉会あいさつ 足立研幾（立命館大学 国際地域研究所所⾧）

入場無料
主催 立命館大学国際地域研究所重点プロジェクト
お問い合わせ miyawaki@sps.ritsumei.ac.jp （宮𦚰宛）
事前お申し込みが必要です（先着500名まで）
右のQRコードからお申し込みください。

言語:日本語

危機と世界
戦争・平和・勢力圏・民主主義
ウクライナ


